
クリスマスコンサート新聞

　現在実行委員会では、５回目の会議を終え、各自が着々と
　準備を進めております。
　今回は、以前に実行委員長を務めた方々にお話を伺う企画。
　第一弾は、昨年の実行委員長を務められた浜辺主任です。
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川越胃腸病院　クリスマスコンサート実行委員会　監修

川越胃腸病院 創立40周年　第22回クリスマスコンサート

浜辺主任、お忙しい中、
ご協力ありがとうございました。
現スタッフも、心が震えるコンサートを目指し、
さらに気持ちを一つにしてゆきたいと思います。

　

　浜辺聖主任（整備課・２００８年委員長） 　　テーマ 『喜び・祈り・すべてに感謝』

 ①　他部署のスタッフと同じ方向性を持ち、患者様の闘病生活を応援するために
　　　ひとつとなって活動が出来る事は最高の仕事だと思います。
　　　特に病院全体がコンサートを通し、患者様への日頃の想いを形にし表現
　　　できる事は素晴らしいと思います。
　　　又、何よりも患者様が「勇気と幸せを感じられた」とおっしゃる
　　　感動の言葉を頂ける事が嬉しいです。

 ②  コンサート会場に集う一人一人が、この僅かな瞬間に想いがひとつとなり、
     感動に心が震え、そして生きる勇気と希望の光が押し寄せるかのように
     互いに感謝出来るひと時だと思います。
     又、実行委員会に於いては、スタッフとの情報交換や互いの理解を感じる
     良い機会になります。

 ③　勿論、人は自分の為だけに生きるのが目的ではないでしょう。
     闘病生活を強いられておられる方々の事を思い、こころが自然にそれを
　　 選び取れる事を大切にし、自分自身がいのち輝けける事を求め続け、
    それによって患者様自身が苦しみの中でさえ信頼の絆を通してこころに
    平和と感謝の日々をお送り頂ければ幸いだと思います。

　

　【質問事項】
 　① 実行委員をやって良かったことは何ですか？
 　② あなたにとって、クリスマスコンサートとはどんな存在ですか？
   ③ 今年のテーマは『いのち輝くホスピタリティ』ですが、あなた自身の、
      「いのちが輝くこと」といったら何ですか？

　クリスマスコンサートまで、

     あと　　　　　　　　日


